一般社団法人犬山市観光協会
人力車貸し出し要綱
（平成28年7月7日要綱第4号）
（趣旨）
第1条　この要綱は、観光都市「犬山」を訪れた人がより一層まち歩きを楽しんでいただくため(社)犬山市観光協会(以下「協会」という。)が配備した観光人力車(以下「人力車」という。)を、観光推進及び観光宣伝のために貸し出す場合に必要な事項を定めるものです。
（申請）

第2条　人力車の利用者は協会の会員に限ります。

２　人力車の借用を希望する者は、あらかじめ人力車の利用申請書(様式第1号)に必要な書類を添え協会の会長に提出し、その許可を得なければなりません。
　　３　会長は、前項の利用申請を許可したときは、速やかに諸条件を付し決定通知書(様式第2号)により通知します。
（遵守事項） 

第3条　人力車の借用の許可を得た者(以下「利用者」という。)は、利用にあたって人力車の運行にかかる法令を十分理解するとともに、次に掲げる事項を遵守してください。
(1) 許可された用途のみに利用すること

(2) 指定された利用期間に返却すること 

(3) 認定車夫で運行すること
(4) その他会長が特に付した条件に従うこと
 (利用料)

第3条　利用者は、協会に対し人力車の利用料として、一日に付き2,000円を支払わなければなりません。

２　利用料は、人力車の返却時に納付しなければなりません。
（利用許可の取消し）

第4条　利用者が第3条に規定する事項を遵守しなかったとき、又はその他この要綱に違反したときは、その許可を取り消すとともに、以後の利用を許可しません。この場合において、利用許可を受けた者に損害が生じても、会長はその責めを一切負いません。

（原状復帰）

第5条　利用者の責めに帰すべき事由により、人力車を汚損又はき損した場合は、利用者の責任と負担により損害賠償及び補修等を行い、原状に復さなければなりません。

（許可者の責任）

第6条　人力車の利用により、利用者が受けた損害に対しては、協会は一切その責めを負いません。
（委任）

第7条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は会長が決するものとします。
附　　則

１．この要綱は、平成28年8月31日から施行します。
様式第1号

人力車の利用申請書
平成　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一般社団法人　犬山市観光協会
　会長　　　　　　　　　　　　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話
協会所有の人力車を次のとおり使用したいので申請します。
利用にあたって遵守事項に違反した場合又は関係要綱に違反した場合は、利用の許可を取り消され、以後の利用を許可されなくても異議はありません。この場合において、損害が生じても、会長にその責任を要求しません。
	イベント名
	

	イベント内容
	

	使用場所及び用途
	

	使用期間
	年　　　月　　　日から　　　年　　　月　　　日まで

	引渡希望日
	　　　月　　　日　　　午前　・　午後　　　　　時ごろ

	返却予定日
	　　　月　　　日　　　午前　・　午後　　　　　時ごろ


別紙「人力車の貸出要綱」の内容について説明を受け、内容について承諾しました。
署名　　　　　　　　　　　　　　
様式第2号

人力車の利用許可書
平成　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
団体名
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人　犬山市観光協会
　　　　　　会　長
　　　　　　　　　　　　　　　　　
	イベント名
	

	使用場所
	

	使用期間
	年　　　月　　　日　から
年　　　月　　　日　まで

	引 渡 日
	　　　月　　　日　　　午前　・　午後　　　　　時ごろ

	返 却 日
	　　　月　　　日　　　午前　・　午後　　　　　時ごろ

	そ の 他
	　　　



参考　　人力車運行に係る関係法令

■人力車運行に係る法規制（抜粋）

１．道路交通法（定義）

第２条　この法律において、次の号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるところによる。

１１　軽車両

自転車、荷車その他人若しくは動物の力により、または他の車両に牽（けん）引され、かつ、レールによらないで運転する車（そり及び牛馬を含む。）であって、身体障害者用の車いす、歩行補助車等及び小児用の車以外のものをいう。

２．道路運送車両法（定義）

第２条　この法律で「道路運送車両」とは、自動車、原動機付自転車及び軽車両をいう。

４　この法律で「軽車両」とは、人力若しくは畜力により陸上を移動させることを目的として製作した用具で軌条若しくは架線を用いないもの又はこれにより牽（けん）引して陸上を移動させることを目的に製作した用具であって、政令で定めるものをいう。

３．道路運送車両法施行令（軽車両の定義）

第１条　道路運送車両法（以下「法」とういう。）第二条第四項の軽車両は、　　　馬車、牛車、馬そり、荷車、人力車、三輪自転車（側車付の二輪自転車を含む。）及びリヤカーをいう。

⇒上記により人力車は「軽車両」に位置づけられる
第84条　自動車及び原動機付自転車（以下「自動車等」という。）を運転しようとする者は、公安委員会の運転免許（以下「免許」という。）を受けなければならない。

　⇒上記から人力車の運行に係る免許は不要である
■人力車の営業運行に関する法規制

１．道路運送法（定義）

第２条　この法律で「道路運送事業」とは、旅客自動車運送事業、貨物自動車運送事業及び自動車道事業をいう。

２　この法律で「自動車運送事業」とは、旅客自動車運送事業及び貨物自動車運送事業をいう。

３　この法律で「旅客自動車運送事業」とは、他人の需要に応じ、有償で、自動車を使用して旅客を運送する事業であって、次条に掲げるものをいう。

４　この法律で「貨物自動車運送事業」とは、貨物自動車運送事業法による貨物自動車運送事業をいう。

５　この法律で「自動車道事業」とは、一般自動車道を専ら自動車の交通の用に供する事業をいう。

６　この法律で「自動車」とは、道路運送法車両法（昭和26年法律第185号）による自動車をいう。

２．道路運送車両法（定義）

第２条

２　この法律で「自動車」とは、原動機により陸上を移動させることを目的として製作した用具で軌条若しくは架線を用いないもの又はこれにより牽（けん）引して陸上を移動させることを目的として製作した用具であって、次項に規定する原動機付自転車以外のものをいう。

　⇒上記から人力車の営業運行に係る許認可は不要である

■　認定車夫の目安額

人力車を安全運行に運行するため、人力車の本場である東京浅草で研修を受け、修了したものを認定車夫と呼びます。認定車夫は観光協会で取次いたします。

認定車夫の目安額は下記の通りです。

半日（最大３時間）　２０，０００円（税別）

一日（最大６時間）　４０，０００円（税別）

認定車夫は犬山城下町のコースであれば現地研修も修了しております。

上記以外のコースを運行する場合は、別途研修（研修費）が必要となりますので、観光協会までお問合せください。

■　保険

万一の事故に備えてイベント保険への加入をお願いします。

■　緊急連絡

事故が発生した場合は、負傷者の対応を最優先した上で、観光協会へ連絡ください。
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